
山路を登りながら

　この日、第8回の新規ジオガイド養成講座が富山県教育文化会館でありました。今回は、立山黒部ジオパー
ク協会前研究教育部会長の金子一夫氏より「ジオを通すと見えてくる
世界」というテーマでお話しいただきました。地球科学とは何かとい
う話に始まり、地球の誕生から、日本列島構造発達史、立山黒部ジオパー
クエリアの地形の成り立ちに至るまで、とても内容の濃い３時間の講
座でした。
  早いもので３月にスタートした新規ジオガイド養成講座も、いよい
よ９月６日の室堂・弥陀ヶ原の現地講座を残すのみとなりました。受
講生の皆さんは、暑い日が続く中、最後まで頑張っています。

滑川市教育センターが行う、滑川市に初めて赴任された教員の方を対象とした「滑川市ふるさと・ジオパー
ク現地研修会」に、立山黒部ジオパーク専門員が滑川市立博物館長や魚津埋没林博物館の学芸員とともに
招かれました。
　研修会の最初に、初めて赴任した先生や希望参加の先生に対して、立山黒部ジオパークのエリアや特徴、
早月川に関わる洪水や治水、発電、寄り回り波の被害や対策、そして、副読本「なめりかわのジオパーク」
の授業での活かし方について専門員が解説しました。
その後のバスの中や現地にて、館長と学芸員が専門性
を加え詳しく解説しました。
　暑い中でしたが、参加された先生方は、蜃気楼の観
察や滑川にあるジオに関わる学習材の確認ができ、有
意義な研修になったようです。

発行：立山黒部ジオパーク協会 事務局

2025 年 9月 5日

第

号
82

7/28 滑川市ふるさと・ジオパーク現地研修会

  7 月 24 日、環境省 ( 中部山岳国立公園管理

事務所 ) と立山黒部ジオパーク協会はパート

ナーシップを締結しました。

　これにより、当協会がジオガイドを派遣す

る民間企画のツアーの案内文に「中部山岳国

立公園パートナー」であることを明示、PR す

るなど、中部山岳国立公園と立山黒部ジオ

パークの素晴らしさを広く一般の方に認知し

ていただくため、共に取り組むことになりま

した。
　　



この日は、厳しい暑さが峠を越して落ち着く二十四節気の
「処暑」にあたりましたが、まだまだ暑く、涼を求めて称名滝
にはたくさんの方がお越しになっておられました。称名滝遊
歩道を歩いていると、緑色のガイドベストを見て「立山黒部
ジオパークのガイドさんですか？」とお声をかけていただく
ことが度々あり、ジオパーク散歩の参加者以外の方とも交流
することができました。     
　出発時は若干ガスがか
かっていて、虹を見るこ
とができるか心配してお
りましたが、ちょうど滝
見台園地に到着した頃に
日が差し、無事、称名滝
と虹の景観を楽しむこと
ができました。



パンフレット
（富山県気候変動適応センター）身の回りの気候変動を考えよう︕

   

〈 〉

＊参加費 500 円

〈栂並木を歩いて、曹洞宗の名刹と三十三観音参詣〉〈宮崎地区の自然と暮らし 〉

詳細は 協会ホームページ、 SNS、 各自治体の広報誌でお知らせいたします。 
　 参加費 500 円で、 どなたでもご参加いただけます。
　お申し込みはメール、 FAX または電話で、
　　①参加者氏名 ( 同伴者含む )　②住所　③電話番号
　をお知らせください。
  申込先︓立山黒部ジオパーク協会事務局
　E-mail　info@tatekuro.jp　　TEL 076-431-2089　FAX 076-482-3204
※最小催行人数は 4 人です。申込締切日までに最少催行人数に達しない場合は中止します。

   

〈 〉

イベントのお知らせ

身近なようで意外と知らない雨の世界

をのぞいてみましょう。

mailto:info@tatekuro.jp


今年は異例の暑さが続いていますが、 みなさん元
気に過ごしてらっしゃるでしょうか？　こう暑くては熱
中症が心配で、 つい屋外に出ることを躊躇しますね。
　この頃は、 熊の出没やマダニによる感染症など何か
と野外活動にはマイナスに働く話題がメディアを賑わ
しています。 更に、 新型コロナウイルスの新たな変異
株による感染が静かに広がっているとのこと。 それで
なくても季節の変わり目は、 体に不調をきたすことが
多いものです。 来る清々しい秋の空気を楽しめるよ
う、 もうしばらく暑さを避けて、 どうぞご自愛ください。

洞スギ ( 片貝川 ・ 早月川エリア）　 — 巨岩を抱くスギ —   

■協会会員企業のご紹介

　片貝川は、日本で一、二を争う急勾配の
河川です。ひとたび大雨が降れば、川は激
流となり、巨大な岩石をも押し流します。
洞杉は、急流片貝川が刻んだ南又谷の斜面
上に堆積した直径数ｍにも達する花崗岩の
巨礫上に生育したスギの巨木群です。毎冬
の多量の積雪によって幹や枝はねじ曲がり、
露出した根が巨岩を抱えるような独特の樹
形をしています。なぜ、巨岩の上にスギが
生育したのでしょうか。土壌に乏しく樹木
の生育には一見不向きと思える岩の上です
が、日当たりや雪の圧力が軽減されるなど
スギの幼木の生育に有利な点もあり、さら
に谷の中の高い湿度や多量の降水もスギの
成長を助けたと考
えられています。
洞杉は、巨岩の堆
積や多雪など地域
特有の自然環境に
適応して生き残っ
てきた特異な巨木
といえるのです。

花崗岩の巨礫上に生育しているスギの巨木


